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 朱舜水先生終焉の地 （2014 年 7 月 7 日） 

    
    「「「「朱舜水先生終焉朱舜水先生終焉朱舜水先生終焉朱舜水先生終焉之之之之地地地地」碑」碑」碑」碑                                                                                                                                                    東京大学農学部の「朱舜水先生終焉之地」碑は（図の E）、第一高等学校に朱舜水来日 250 年を記念し明治 45 年（1912）朱舜水記念会によって建立されました。碑文は『武士道』で知られる第一高等学校校長 新渡戸稲造の揮毫です。碑は移動の末、現在の場所に建立されました。朱舜水（しゅ しゅんすい 1600-1682 年）は明の儒学者で浙江省餘姚出身。清朝に滅ぼされた明朝の再興を願い復明運動を行いますが復明はかなわず、日本に留まっていた朱舜水を德川光圀が、寛文 5年（1665）水戸藩へ招聘、寛文 8 年（1668）から駒込邸に居住します。朱舜水は水戸藩へ儒学、礼法、技術、史料編纂など伝え、後に成立する水戸学へ影響を与えました。加賀藩第 5 代藩主 前田綱紀は源（五十川）剛伯を朱舜水の元へ派遣。同藩の木下順庵をはじめとする他藩の学者とも交流しました。「彰考館」前身の駒込邸の史館に勤めた学者の人数は、朱舜水が屋敷を構えた後に

増加、史館が小石川邸へ移転するまで学問の場として活況を呈していたと考えられます。朱舜水は天和 2 年（1682）駒込邸で亡くなり常陸太田の瑞龍山へ葬られます。その後、駒込邸に朱舜水の祠堂が建設され、元禄 16 年（1703）の火災で祠堂が焼けるまで祭礼が行われました。 

 朱舜水碑の移動（清水謙多郎氏作成） 『弥生誌 向岡記碑をめぐって』2011東京大学総合研究博物館より 



新渡戸稲造は、明治 41 年（1908）、報知婦人会で「農人形」と呼ばれる青銅製の人形を 300個複製、配布しています。「農人形」は德川齊昭ゆかりの人形です。齊昭は財政再建のために質素倹約を奨励、青銅製の農民像を作らせ、毎食膳に人形が抱えた笠の中に一箸の飯を供えてお百姓さんの労に感謝しました。複製した農人形の原型は、南部藩出身の新渡戸に南部藩第 14 代藩主 南部利剛の正室 松姫（齊昭の 6女、明子）から下賜されたもので、齊昭の考えに感銘を受けたのでしょう。水戸藩と関わりの深い朱舜水の記念祭に関わった事は名誉なことだったのではないでしょうか。日清日露戦争後にもかかわらず、中国人を記念した式典を開催した事は、当時の日中関係を考えると価値のある事だったと思います。 建碑式に第一高等学校の生徒として参加した芥川龍之介は、晩年の作品となる『歯車』の中で、

友人との再開と朱舜水について書いています。 「久しぶりだなあ。朱舜水の建碑式以来だろう。」 彼は葉巻に火をつけた後、大理石のテエブル越しにこう僕に話しかけた。 「そうだ。あのシュシュン……」 僕はなぜか朱舜水という言葉を正確に発音出来なかった。それは日本語だっただけにちょっと僕を不安にした。しかし彼は無頓着にいろいろのことを話して行った。（中略） 僕は十分とたたないうちにひとりまた往来を歩いて行った。」（芥川龍之介 2011『歯車 他二篇』岩波書店 岩波文庫 31-070-6 pp.65-66）  芥川は友人の話にウンザリし、「シュシュンスイ」を発音できなかった事で更に気分を悪くし友人と別れます。 

 那珂歴史同好会の見学（2013 年 3 月 12 日） 
 

 農人形の銅像 常磐神社（2012 年 3 月 31 日） 

 



表 1 朱舜水関連年表 年 水戸藩・朱舜水 加賀藩の儒者 林家 慶長 5（1600）年 朱舜水誕生     元和 8 年（1622） 
德川頼房（初代）、駒込に屋敷地、五萬四千二百歩を拝領 

    寛永 7 年（1630）     
林羅山、徳川家光より忍ヶ岡に土地を拝領、書庫・学寮建設 寛永 9 年（1632）     
忍岡の私邸内に尾張德川義直の寄進をうけ孔子廟（先聖殿）を建設 明暦 3 年（1657） 

1 月 18 日明暦の大火。德川光圀、2 月
27 日、駒込邸に史館開設 

  先聖殿焼失、林羅山没 萬治 2 年-寛文 5年（1659-1665） 
朱舜水、長崎居留     万治 3 年（1660）     

幕府、先聖殿・学寮の再建・大改築、正殿・杏檀門・入徳門などを完備 寛文元年（1661） 光圀、藩主就封     寛文 4 年（1664）   
木下順庵、加賀藩に仕える（朱舜水と交流） 

  寛文 5 年（1665） 光圀、朱舜水を招聘 
前田綱紀（5 代）、朱瞬水に源（五十川）剛伯を派遣 

  寛文 8 年（1668） 朱舜水、駒込邸の別邸に居住     寛文 9 年（1669） 8 月 22 日、朱舜水を環景楼に招く     

 
11 月 12 日、朱舜水を小石川邸後楽園に招く 

    寛文 12 年（1672） 
駒込邸の史館、小石川邸へ移転、「彰考館」開館、朱舜水を賓師に 

    寛文年間 小石川邸に朱舜水設計、円月橋築造 
  延宝元年（1673） 

光圀駒込邸にて学官を装い礼学の制度を学習・研究させる 
    延宝 4 年（1676） 

光圀、儒者の剃髪を禁じ、束髪を命ずる 
    天和元年（1681） 明僧 心越江戸に到着     天和 2 年（1682） 

明僧 心越と朱舜水会見。4 月 17 日、朱瞬水駒込邸で没し（83 才）瑞竜山に葬る 
    天和 3 年（1683） 光圀、明僧 心越を水戸へ招聘する     貞享元年（1684） 駒込邸に朱舜水の祠堂を建設 
前田綱紀（5 代）、藩儒源（五十川）剛伯に『明朱徴君集』（10 巻 「加賀本」）を編纂させる。 

  貞享 2 年（1685） 
4 月 18 日、「上公詣先生祠堂修祭」、「致祭事」 

    貞享 4 年（1687） 安東省庵の漢詩「夢朱先生」     元禄 3 年（1690） 
10 月 14 日、光圀致仕し、綱條（3 代）襲封する、4 月 18 日祭礼 

  

7 月幕府、林鳳岡に忍ヶ岡の邸内の孔子廟を湯島移転を命ずる。12 月 22 日孔子廟落成、林家学寮も湯島聖堂内へ移転。湯島聖堂の設計は朱舜水が駒込邸で制作した模型を元に行われる 元禄 4 年（1691） 
2 月 21 日「公詣先生祠堂修祭」、光圀、太田西山荘に退隠 

    元禄 8 年（1695） 9 月晦日、明僧 心越没する     元禄 13 年（1700） 12 月 6 日、光圀、太田西山荘で没する     元禄 16 年（1703） 
駒込邸、過半を焼失。火災により駒込邸の朱舜水祠堂焼失 

    明治 45 年（1912） 「朱舜水先生終焉之地」碑、朱舜水来日 250 年を記念して第一高等学校敷地に建立。 現在 東京都指定旧跡、2011 年 11 月 4 日、朱氏来日、駒込邸跡地を案内  参考文献 彰考館編 1914『朱舜水記事纂録』国会図書館蔵原本代替 請求記号：YD5-H-344-433 
 (マイクロフィッシュ)pp.23-52 「水戸市史年表」水戸市史編さん委員会編 1990『水戸市史 中巻（五）』pp.977-1002 文京ふるさと歴史館 2006『水戸黄門邸を掘る 千代田・新宿・文京三区共同企画 德川御三家江戸屋敷発掘物語』 徐興慶 2007「東アジアの視点から見た朱舜水研究」二松学舎大学『日本漢文学研究 2』pp.396-357 より 徐興慶 2008「心越禅師と徳川光圀の思想変遷試論―朱瞬水思想との比較において―」二松学舎大学『日本漢文学研究 3』pp.31-73 財団法人斯文会『写真と図版で見る 史跡湯島聖堂』 



（一財）（一財）（一財）（一財）    日本森林林業振興会日本森林林業振興会日本森林林業振興会日本森林林業振興会    グリーン・サークルの見学会グリーン・サークルの見学会グリーン・サークルの見学会グリーン・サークルの見学会    2014201420142014年年年年 4444月月月月 1111日日日日    理学部 OB の加藤裕一さんから見学会のお話をいただいてから、今回の見学会について加藤裕一さんと打ち合わせと下見を行いコース設定しました。加藤さんが自然観察、原が歴史を担当しました。参加者 40名を 2 班に分け、1 班 午前:自然観察、午後:歴史、2 班 午前:歴史、午後:歴史 の順で見学会を行いました。歴史のコースは班によって若干異なりますが、赤門―アカデミック・コモンズの発掘調査―三四郎池―ベルツの庭石―富山藩上屋敷庭園跡（東大病院）―境稲荷―射的場跡―駒込邸跡（浅野地区）―安田講堂 を回りました。造園と自然は切り離せないので、これまでの研究成果に造園の話を加えて案内しました。 

 向岡記碑の見学                          水戸桜川千本桜プロジェクト水戸桜川千本桜プロジェクト水戸桜川千本桜プロジェクト水戸桜川千本桜プロジェクトのののの「水戸藩邸と桜の物語」ツアー「水戸藩邸と桜の物語」ツアー「水戸藩邸と桜の物語」ツアー「水戸藩邸と桜の物語」ツアー    2014201420142014 年年年年 4444 月月月月 4444 日日日日    このツアーは、茨城県鹿嶋市の清真学園高等学校の生徒が発案、2013 年の観光甲子園で準グランプリを獲得したツアープラン「水戸藩・桜・物語」を実現したものです。東京の前編「水戸藩邸と桜の物語」、水戸の後編「水戸と桜の物語」、前編の水戸藩駒込邸跡の案内を原が担当しました。参加者は
45名、向ヶ岡弥生町会の会報の取材で町会から 3名の参加がありました。水戸桜川千本桜プロジェクトは、「光圀公の思いのこもった水戸の桜川の景色の再現を」の思いのもと、大人と高校生が、原提案を一般財団法人ＫＩＢＯＷの「水戸復興創造プランコンペ」（2012 年 10 月 20 日、水戸好文カフェで開催）の優勝を機に始動。水戸桜川沿いに光圀公由来のヤマザクラ中心の景観を復元し、これを守り育てる等の活動をおこなっています。 ホームページ http://senbonzakura310.jimdo.com 
 

   農学資料館前 代表の稲葉寿郎さんによる解説    浅野地区タンデム加速器研究施設前で地形の解説 
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編集後記編集後記編集後記編集後記    新年度、見学会の依頼が増えました。向岡記碑の文京区文化財指定も影響していると思います。向岡記碑と「弥生式土器発掘ゆかりの地」碑、弥生町の歴史が、『空（KUU） 本郷/小石川/白山 街の本』7 月 1 日号（隔月刊 グレイ発行）「文京・町名往来⑬ 弥生」で紹介されました。向岡記碑の文化財指定後、初めての雑誌掲載です。この雑誌はフリーペーパーで文京ふるさと歴史館の 1 階に置いてあります。 
Vol.8 の発行、一ヶ月遅れました。Vol.7 は向ヶ岡記碑の文京区文化財指定のため一ヶ月遅らせたので、次号は予定通り 10 月 1 日に発行できるようすすめています。    


